
ビタミンC

ビタミンはペットと人にとって大切な栄養素
です。ビタミンの機能とは？そして、ペットに
もビタミンサプリメントを与えるべきなので
しょうか。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要

HOT TOPIC
ペットフードに含まれるビタミン

栄養学について詳しくはこちらから 
PurinaInstitute.com

ビタミンとは？

2つのグループに分類されるビタミン： 

	■ ビタミンA・D・E・Kは脂溶性ビタミンです。
食事中の脂質と一緒に消化吸収され、代謝
産物は糞便中に排泄されます。過剰な脂溶性
ビタミンは体内で主に肝臓に貯蔵されるため、
脂溶性ビタミンの欠乏は水溶性ビタミンの欠
乏よりもゆっくりと現れます。ただし、脂溶性
ビタミンのうち特にビタミンAとビタミンDにつ
いては、過剰に摂取しすぎると中毒量に達す
ることがあります1。

	■ ビタミンCとビタミンB群は水溶性ビタミンで
す。水溶性ビタミンは小腸で吸収され、尿中
に排泄されます。コバラミン（ビタミンB12）を
除くと、動物の体は水溶性ビタミンを多量に
貯蔵することができません1。

ビタミンは、食事中に存在し、体によって少しずつ利用さ
れる微量栄養素です。体の中でたくさんの重要な代謝機
能を助けています1。
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いくつかのビタミンは体内で作ることができます（内因性合成）。
ビオチン、ビタミンB9（葉酸）、ビタミンKに加え、おそらくはビ
タミンB2（リボフラビン）の一部も大腸内で細菌によって作られ
ています。ビタミンCは肝臓で、少量のビタミンDは日光を浴び
た際に皮膚で合成されます。ほとんどの健康なペットでは、十
分な量のビタミンが内因的に合成されますが、完全でバランス
のとれた栄養をペットに届けたり、療法食などの特別なニーズ
に応えたりするために、これらのビタミンをペットフードに配合
することがあります。体内で合成できないその他のビタミンは
ペットフードに添加する必要があります1。

バランスのとれた総合栄養食には健康なペットが必要
とするすべてのビタミンが含まれています。そのため、
そのようなペットフードを食べている犬や猫はビタミン
サプリメントを必要としません。特定の疾患（肝疾患、
抗凝固剤系殺鼠剤中毒など）では獣医師の管理のも
と、いくつかのビタミンが補われることがあります。

ペットフード中のビタミンの機能とは？

ビタミンサプリメントはペットの役に立つ？

ビタミン ペットの健康における重要な
役割1

犬と猫における考察1

A 視力、骨格形成、繁殖、皮膚
および粘膜の健康。ベータカ
ロテン（カロテノイドの一種でビ
タミンAの前駆物質）とカロテノ
イドのルテインは免疫調節作用
と抗酸化作用を持つ。

犬とは異なり、猫はビタミンA前
駆体（ベータカロテンなど、カロ
テノイドと呼ばれる植物性色素）
を活性型ビタミンAに変換するた
めに十分な酵素を持たないため、
食事で直接ビタミンAを与える必
要がある。

D カルシウム・リン代謝の調節、
骨格形成、免疫調節作用2。他
の動物種において腸内細菌叢
に対する作用やビタミンD欠乏
による慢性疾患のリスクの上昇
が示されている3,4。

犬と猫は日光浴で十分量のビタ
ミンD3を作ることができないた
め、食事で与える必要がある。

E 抗酸化成分。酸化ストレスから
体を守る。

オメガ3系長鎖多価不飽和脂肪
酸が多く配合されているペット
フードではビタミンEの必要量が
増加する。

K 血液凝固作用 ⸺

ビタミン ペットの健康における重要
な役割1

犬と猫における考察1

C 抗酸化成分。コラーゲンお
よび結合組織の形成と維
持、正常な免疫機能。

人とは異なり、犬と猫は肝
臓でビタミンCをブドウ糖か
ら合成する。

チアミン（B1） 食事中の炭水化物、脂肪お
よび蛋白質を代謝してエネ
ルギーに変換、DNA合成、
赤血球合成、脳神経系の機
能

猫 は 犬よりも必 要 量 が多
い。生の魚にはチアミンを
分解するチアミナーゼが含
まれる。

リボフラビン（B2） エネルギー代謝 ⸺

ナイアシン（B3） エネルギー代謝 犬はナイアシンの一部をア
ミノ酸のトリプトファンから
合成できるが、猫はできな
い。食物中のナイアシンは
犬にも猫にも役立つ。

パントテン酸（B5） エネルギー代謝 ⸺

ピリドキシン（B6） エネルギー代謝、ヘモグロ
ビン産生、トリプトファンを
ナイアシンに変換

⸺

ビオチン* エネルギー代謝、皮膚と被
毛の健康

生の卵白には、ビオチンに
結合して体内利用をできな
くするアビジンが含まれてい
る。

葉酸（B9） 細胞の維持と増殖、エネル
ギー代謝 ⸺

コバラミン（B12） 細胞の維持と増殖、エネル
ギー代謝、ミエリン合成、
脳の機能、赤血球合成

消化器系疾患は、ビタミン
B12不足と関係しているこ
とが多く、特に高齢猫で多
い5。

コリン† 代謝、細胞膜成分、アセチ
ルコリン前駆物質、脂肪酸
の輸送

⸺

* 文献によってはビタミンB7またはB8と呼ばれる
† ビタミン様栄養素

バランスのとれた総合
栄養食には適正な量と
割合のビタミンが含ま
れています。

脂溶性ビタミン

水溶性ビタミン


